
の
精
神
た
り
し
塵
塚
雛
夷
の
孝
養
よ
り
一
変
し
て
、
我
が
国
を
世
界
の
交
明
国

と
等
し
か
ら
し
め
、
名
図
心
つ
な
が
ら
完
全
な
る
独
立
国
と
為
し
、
以
て
外
国

の
圧
追
を
除
か
ん
と
す
る
愛
国
的
精
神
よ
り
出
［
で
た
る
も
の
な
り
。
我
が
国
の

独
立
を
．
傷
つ
け
つ
つ
あ
る
不
対
等
の
条
約
を
改
正
せ
ん
が
為
に
は
、
如
何
な
る

困
難
、
如
何
な
る
犠
牲
も
敢
て
避
け
ざ
る
の
決
心
は
、
是
れ
維
薪
以
後
に
於
け

る
百
般
の
進
歩
の
原
動
力
な
り
」
（
大
隈
露
座
「
開
国
大
勢
史
」
一
ニ
ニ
四
頁
）

と
言
い
得
た
。
政
府
と
人
民
、
政
府
と
議
会
と
の
対
立
は
、
意
識
的
に
は
士
族

的
精
神
の
漸
時
代
化
し
た
も
の
と
依
然
と
し
て
旧
時
代
的
な
も
の
と
の
抗
争
で

も
あ
っ
た
。
例
え
ば
「
専
意
の
在
る
所
を
察
す
る
は
固
よ
り
政
纂
家
の
要
務
な

る
べ
し
と
錐
も
国
家
の
存
亡
を
度
外
視
す
る
時
論
に
誤
ら
れ
て
識
者
の
笑
を
招

く
が
如
き
」
　
（
海
軍
拡
張
建
議
、
公
爵
山
県
有
朋
伝
下
巻
㌔
　
一
〇
八
頁
）
は
決

し
て
取
ら
ざ
る
所
で
あ
る
と
し
た
山
県
に
と
っ
て
は
、
　
「
是
非
八
百
万
円
ヲ
激

シ
不
二
而
ハ
来
春
帰
郷
之
上
面
目
無
之
手
鼻
様
ナ
ル
児
戯
論
者
不
払
」
（
弁
上

侯
爵
家
所
蔵
山
県
有
朋
書
翰
、
明
治
二
三
・
一
二
。
一
四
）
る
議
会
と
倶
に
国

策
を
議
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
し
、
陸
奥
に
あ
っ
て
も
条
約
敦
正
に
関
し
、

「，

l
方
八
方
よ
リ
ア
ン
チ
ホ
ー
リ
ン
ス
ピ
ロ
ト
ノ
起
ル
事
ハ
実
二
将
来
郭
一
家
ノ

一
回
申
畢
ト
三
山
仔
候
納
議
ム
塾
瓢
｝
日
ノ
百
姓
北
ハ
ハ
葺
ハ
鷹
弐
マ
ネ
ー
ジ
ブ
ル
ナ
レ
ド
モ
此
半

雛
夷
家
者
流
ハ
今
二
於
テ
厳
重
ノ
処
鷺
無
之
候
而
ハ
実
二
國
家
ノ
安
魅
に
可
関

ト
被
存
候
」
と
考
え
ら
れ
た
蝋
、
（
井
上
僕
爵
家
所
蔵
陸
奥
宗
光
書
翰
、
明
治
二

山ハ

A
　
一
二
・
　
二
〇
）

　
　
　
　
　
　
目
　
清
　
戦
　
争
（
梅
漢
）

　
従
っ
て
か
か
る
両
者
の
抗
争
は
、
国
権
拡
張
の
方
法
・
手
段
に
対
す
る
相
互

の
反
匿
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
決
し
て
国
権
拡
張
と
い
5
目
的
に
異
存
の
あ
る

こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
従
っ
て
戦
争
が
起
る
や
国
論
統
一
が
容
臼
勿
に
実
現
さ
れ

る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
◎

　
日
清
戦
争
は
、
以
上
の
如
き
歴
庚
的
事
情
に
よ
り
生
起
し
た
が
、
そ
れ
は
國

内
的
要
因
に
基
く
よ
り
は
、
外
国
的
・
国
際
的
要
因
に
基
く
明
治
政
階
宮
僚
の

帝
国
主
義
的
対
応
と
し
て
起
つ
た
。
轟
時
の
国
内
の
経
済
的
発
展
は
、
冨
国
強

兵
策
の
推
進
に
よ
っ
て
殖
塵
興
業
、
外
国
貿
易
の
奨
励
と
な
り
、
資
源
入
手
の

努
力
が
な
さ
れ
る
迄
に
意
識
は
進
ん
で
い
た
が
、
か
か
る
経
済
的
発
展
は
、
戦
争

を
可
能
に
す
る
条
件
で
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
原
因
と
な
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

（
附
記
）
私
と
共
に
こ
の
研
究
に
共
周
せ
ら
れ
、
主
と
し
て
国
権
論
の
研
究
・

国
会
議
事
速
記
録
の
検
討
に
従
事
せ
ら
た
圏
史
研
究
室
助
手
三
士
塁
相
氏
、
及
び

陸
奥
家
文
書
・
井
上
侯
爵
家
所
蔵
文
書
等
の
閲
覧
の
便
宜
と
好
意
を
与
え
ら
れ

た
国
会
図
書
館
の
大
久
保
利
高
氏
に
潔
甚
の
謝
意
を
表
す
る
。
　
（
梅
漢
　
昇
）

産
業
革
命
と
日
清
戦
争

一

わ
が
国
資
本
主
義
の
発
達
と
ヨ
清
戦
争
と
の
聞
に
は
、
ど
の
よ
5
な
関
係
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五

（　346　）



　
　
　
　
　
口
　
清
　
戦
　
争
（
酉
村
）

あ
っ
た
の
か
．
、
産
業
資
本
あ
る
い
は
商
業
資
太
　
は
、
外
国
市
場
を
心
要
と
す
る

段
階
に
ま
で
発
達
し
て
い
た
の
か
。
産
業
資
本
・
商
業
資
本
は
戦
争
を
要
求
し
、

麦
持
す
る
立
場
を
と
っ
て
い
た
の
か
。
も
し
産
業
資
本
・
商
業
資
本
が
日
清
開

戦
に
関
係
を
持
た
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
戦
争
を
推
進
し
た
勢
力
は
何
で
あ
っ

た
の
か
。
こ
の
よ
ら
な
聞
題
を
解
明
す
る
の
が
、
わ
れ
わ
れ
の
課
題
で
あ
る
。

こ
れ
を
解
萌
す
る
手
段
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
臼
清
戦
争
下
に
お
け
る
わ
が
国

資
本
主
義
の
発
達
を
分
析
し
、
特
に
そ
れ
と
海
外
市
場
と
の
関
係
を
明
ら
か
に

し
、
ま
た
当
時
わ
が
国
資
本
主
義
の
発
達
に
関
係
を
持
っ
て
い
た
諸
勢
力
、
商

業
資
本
・
産
業
資
本
・
財
閥
・
地
主
・
政
府
・
軍
部
、
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
れ

ら
が
ど
の
程
度
に
政
治
的
発
言
力
を
持
ち
、
ど
の
よ
う
な
経
済
政
策
を
と
っ
て

い
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
し
た
。
本
稿
は
こ
れ
ら
に
つ
い
て
今
ま
で
纒

め
え
た
結
論
の
報
告
で
あ
る
が
、
紙
数
の
関
係
で
、
資
本
主
義
発
達
の
分
析
に

つ
い
て
は
、
直
接
日
清
戦
争
に
関
係
す
る
も
の
の
み
の
報
告
に
止
め
て
お
く
。

二

　
明
治
二
〇
年
代
は
、
わ
が
国
資
本
主
義
の
発
達
史
上
、
．
一
つ
の
変
勤
期
で
あ

っ
た
。
そ
れ
’
は
一
方
農
　
村
に
お
け
る
資
本
主
義
化
が
進
行
し
て
、
二
間
階
級
層

の
崩
壊
が
顕
著
と
な
っ
た
と
と
も
に
（
第
1
図
滲
照
）
、
　
他
方
工
業
の
発
達
に

も
見
る
べ
き
も
の
が
あ
り
、
綿
糸
紡
績
は
明
治
二
五
年
、
一
三
当
り
生
産
高
に

お
い
て
水
準
点
に
達
し
（
第
2
暫
参
照
）
、
早
く
も
技
術
的
盛
業
革
命
を
完
了
し

三
六

た
時
期
で
も
あ
っ

た
．
、
貿
易
に
つ
い

て
見
て
も
、
二
〇

～
二
八
年
に
い
た

る
旧
聞
は
、
一
九

年
蜜
で
の
出
超

貿
易
と
、
二
九
年

以
降
の
入
超
貿
易

の
過
渡
期
に
当
り

（
第
3
図
参
照
）
、

こ
こ
に
も
わ
が
国

が
農
業
国
か
ら
工

業
国
へ
移
り
変
ら

　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
　
　
　
わ
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

ん
と
す
る
変
動
期
星
　
　
，
　
　
：
　
　
1

の
様
相
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

農
業
国
貿
易
は
鐵
超
、

二
〇
～
二
八
年
は
ま
さ
に
そ
の
転
換
期
に
当
る
わ
け
で
あ
る
。

か
ら
工
業
国
へ
の
変
號
は
、

る
こ
と
に
よ
っ
て
一
層
明
瞭
と
な
る
。

」’
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一
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
崩
，
徽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ε
。
　
・
。
瓢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
触
鴨
命
納

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
う
ま
で
も
な
く
資
本
主
義
社
会
に
あ
っ
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
業
国
貿
易
は
入
超
を
示
す
の
が
一
般
的
通
則
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ら
に
農
業
国
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
期
間
に
お
け
る
貿
易
内
容
の
変
化
を
分
析
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
な
わ
ち
輸
鐵
品
に
つ
い
て
見
る
に
、

金
属
・
生
系
・
茶
・
穀
物
・
海
産
物
等
の
農
・
鉱
・
水
産
物
品
お
よ
び
再
輸
出

（　3L17　）



t
v
i

t

晶
が
い
ず
れ
も
滋
退
も
し
く
は
停
滞
を
示
す
の
に
対
し
、
綿
糸
・
綿
織
物
・
メ

リ
ヤ
ス
・
絹
織
物
∵
帽
子
・
洋
傘
・
。
ガ
ラ
ス
・
マ
ッ
チ
等
の
工
業
製
晶
が
い
ち

じ
る
し
い
躍
進
を
と
げ
て
い
る
の
で
あ
る
（
第
4
図
参
照
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
明
治
コ
○
年

　
　
　
　
　
」
ド
　
一
　
　
i
」
．
ー
ー
－
ー
ヒ

か
リ
ゴ
ノ
　
あ
　
ゴ
　
　
ワ
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
フ
　
　
　
　
　
　
　
じ

＆
・
7
・
礁
　
・
　
乳
　
　
6
　
　
　
　
砺
呪

は
、
臼
清
戦
争
前
、

そ
れ
を
解
官
す
る
こ
と
が
、

懐
ず
、

　
　
　
　
　
欝
　
清
　
戦
　
争 漏三崩…貰三弩聖二愛二孟凹凹衆愛川1一ぎ妻嵩鑑袋憲乗え㌢r　／一＝一一一第2図　一二当り綿糸生産高

代
が
わ
が
国
資
本
主
義
の
転
換
期
で

あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
こ
で
当

然
、
工
業
と
海
外
市
場
と
の
開
係
が

考
察
の
対
象
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
で

あ
ろ
5
。
な
ぜ
な
ら
、
す
で
に
多
く

の
人
々
に
よ
っ
て
捲
摘
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
後
進
国
た
る
わ
が
国
資
本

主
義
は
、
工
業
の
急
速
な
発
達
、
あ

る
い
は
農
工
の
鮫
行
的
発
達
に
よ
っ

て
、
早
く
か
ら
困
内
市
場
の
行
き
つ

象
り
に
逢
着
し
、
海
外
市
場
を
必
要

と
す
る
段
階
に
入
っ
た
と
さ
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
わ
が
国
資
本
主
義

　
　
　
　
　
す
で
に
こ
の
よ
・
う
な
状
態
に
置
か
れ
て
い
た
か
ど
5
か
、

　
　
　
　
　
　
　
従
っ
て
差
し
当
り
の
課
題
と
な
る
。
わ
れ
わ
れ
は

産
業
資
本
・
商
業
資
本
が
海
外
市
場
に
ど
の
程
度
の
関
心
を
持
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
繭
村
）

た
か
に
、
問
題
解
決
の
糸
ロ
を
見
出
し
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
最
初
に
、
当
時
に
お
け
る
代
裏
的
近
代
工
業
で
あ
っ
た
綿
糸
紡
績
を
取
り
上

げ
よ
5
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
名
和
統
一
氏
そ
の
他
に
よ
っ
て
紹
介
さ

れ
て
い
る
か
ら
、
精
し
く
触
れ
る
必
要
は
あ
る
ま
い
。
要
は
、
明
治
二
三
年
、

当
時
三
〇
工
場
、
二
七
万
八
千
錘
の
設
備
を
持
つ
に
す
ぎ
な
か
っ
た
わ
が
国
紡

績
が
、
こ
の
年
早
く
も
生
産
過
剰
に
よ
る
不
況
に
見
舞
わ
れ
、
紡
績
連
合
会
は

そ
の
対
策
と
し
て
、
一
方
短
操
に
よ
る
生
塵
制
限
、
輸
入
綿
糸
駆
逐
に
よ
る
国

内
市
場
拡
張
を
計
る
と
と
も
に
、
他
方
清
国
市
場
へ
の
進
出
を
計
画
し
、
　
「
外

∠
’
’
’

　　’
@’@’

o

グ
’
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姻
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－
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酒
事
・

三
七

；温量］k；7．足9云：量爵孟巽薫天薫言三
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國
輸
販

の
拡
張

を
実
行

せ
ん
が

た
め
、

同
業
連

A
旦
ケ

年
凡
そ

三
万
梱

以
内
、

損
蕪
に

（　348　）



　
　
　
　
　
日
　
溝
　
戦
　
争
（
西
村
）

拘
ら
ず
五
ヶ
年
継
続
翰
販
す
る
」
　
（
紡
績
聯
合
会
臨
時
総
会
議
事
録
、
明
治
二

三
年
一
一
月
一
五
口
）
こ
と
を
決
議
し
、
清
國
市
場
に
隷
す
る
積
極
的
関
心
を

漁
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
紡
績
資
本
が
清
国
市
場
へ
の
関
心
を
示
し
つ
つ
あ
っ
た
と
き
、
紡
績
以
外
の

」
μ
集
6

｝
ン
ン

　
　
　
4
…
　
　
　
、

1
　
　
／
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、
・

　
　
　
／
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ヘ
　
　
　
　
　
　
ナ

　
　
、
、
∠
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ご
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〆

　
　

　
諦
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ゲ
瓢
　
ゲ

　
　
　
　
物

　
　
物
輔
慧
　
崇
澱
雑
綿

　
・
4
5
6
7

　
　
品
騰
糸

マ
　
雨
石
生

　
　
1
　
2
　
西
」
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zeoo

㎜
働
　
脚
　
蜘

謝

群
小
資
本
の
間
に
も
海

外
市
場
へ
の
関
心
が
高

ま
り
、
そ
れ
は
具
体
的

に
は
輸
出
税
撤
廃
運
動

と
い
う
形
を
と
っ
て
発

展
し
て
い
っ
た
。
第
一

回
帝
国
議
会
衆
議
院
に

提
出
さ
れ
た
綿
糸
・
絹

織
物
・
生
系
・
茶
・
昆

布
の
輸
出
税
免
除
の
請

願
が
そ
の
最
初
の
も
の

で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は

い
ず
れ
も
輸
出
税
が
癌

と
な
っ
て
海
外
市
場
が

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
八

を
訴
え
そ
の
速
や
か
な
撤
廃
を
要
墓
し
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
北
海
道
釧
路

図
厚
岸
昆
布
生
産
人
総
代
鹿
農
万
兵
衛
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
昆
布
輸
出
税
免
除

の
請
願
」
は
、
従
来
日
清
貿
易
の
着
位
を
占
め
て
い
た
昆
布
輸
出
が
魯
国
（
ロ

シ
「
ア
）
鶏
群
に
圧
倒
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
事
情
を
述
べ
、
そ
の
原
因
は
一
に
百

石
当
り
一
一
三
円
六
二
銭
五
厘
の
輸
出
税
に
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
、
そ
の
撤
廃

を
請
画
し
て
い
る
。
な
お
輪
出
税
轍
廃
運
鋤
に
つ
い
て
は
、
当
時
こ
の
運
動
の

中
心
的
役
割
を
演
じ
た
田
口
卯
吉
を
主
幹
と
す
る
東
京
経
済
雑
誌
が
詳
細
に
そ

の
鋤
き
を
伝
え
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
運
動
は
明
治
二
六
年
に
い
た

る
と
、
輸
出
税
全
廃
同
盟
会
の
名
の
下
に
、
三
府
一
道
三
四
県
に
お
よ
ぶ
全
国

的
規
模
に
ま
で
発
展
す
る
に
い
た
っ
て
い
る
。

　
日
清
戦
争
前
に
お
け
る
、
全
般
的
な
海
外
市
場
に
対
す
る
関
心
の
程
度
は
右

の
如
く
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
特
に
朝
鮮
市
場
に
対
し
て
は
、
ど
の
程
度
の

関
心
が
払
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
弓
か
。
簡
単
に
結
論
の
み
を
報
告
す
れ
ば
、
戦

前
に
お
け
る
輸
出
市
場
と
し
て
の
朝
鮮
…
の
地
位
は
低
く
、
網
手
圏
瑚
順
位
で
六

～
七
位
、
輸
出
総
額
中
占
め
る
割
合
で
二
～
七
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
（
第
1
表

参
照
）
。
し
か
も
貿
易
内
容
に
つ
い
て
見
て
も
、
す
で
に
南
と
く
子
氏
も
指
摘
さ

れ
た
如
く
（
歴
研
一
四
九
号
）
、
銅
の
割
合
が
二
〇
％
以
上
を
占
め
て
断
然
多
く
、

こ
れ
を
除
け
ば
、
他
は
微
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
綿
糸
は
二
六
年
に
い

た
り
、
よ
う
や
く
六
千
円
の
輸
出
［
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
取
り
上
げ
て
論

ず
る
ほ
ど
の
壷
で
は
な
く
、
ま
た
業
者
も
、
　
「
朝
鮮
は
未
だ
十
分
の
進
歩
を
為

（　349　）



第1藪　対朝鮮輸出貿易（単位千円）（再輪繊品を含まず）（帝国統欝年鑑より作製）

わが国総 わが国相
輸繊額中 手厨別輸

銅 絹布 線布 マヅチ 木材 陶磁器 石炭 米 総額 朝鮮貿易 出貿易申
の占める 朝鮮の占
割合 める地位
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7

7

20／e

5

7

4
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4
5
3
1
5

18
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P9

ｼ

17

Q3

R8

Q8

Q3

8
2
6
2
9
2
6
1
2

24

R5

S9

S8
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9
4
0
7
0
2
8
2
6

35

X0

X6

S1

Q5

301

．977

172

342

226

明治22年

　　23年

　　24年

　　25年

　　26年

清
、
戦
　
争
（
西
村
）

．
し
居
ら
ざ
る
ゆ
え
、
自
然
粗
悪
品

向
き
宜
し
く
、
従
つ
て
当
分
の
処

充
分
の
利
益
は
望
ま
ざ
る
べ
し
」

　
（
紡
績
聯
合
会
臨
時
総
会
議
事
録
、

明
治
二
三
年
｝
｝
月
｝
五
随
）
と

し
て
、
ほ
と
ん
ど
問
題
に
し
て
い

な
い
。
要
す
る
に
、
わ
が
国
工
業

製
品
の
輸
嵐
市
場
と
し
て
の
朝
鮮

の
地
位
は
蜜
だ
低
く
、
従
つ
て
業

者
の
関
心
は
薄
か
つ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
わ
れ
わ
れ
は
、
日
清
戦
争

前
に
お
け
る
巌
業
資
本
・
商
業
資

本
の
海
外
市
場
へ
の
関
心
の
程
度

を
明
ら
か
に
し
た
が
、
次
に
扱
わ

ね
ば
な
ら
ぬ
問
題
は
こ
の
よ
5
な

海
外
市
場
へ
の
関
心
の
高
ま
り
は
、

果
し
て
戦
争
の
原
因
と
な
り
え
た

か
ど
・
り
か
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。

わ
れ
わ
れ
は
ま
ず
、
朝
鮮
市
場
の

聞
題
か
ら
取
り
上
げ
て
い
こ
う
。

田

　
朝
鮮
市
場
に
対
す
る
わ
が
国
産
業
・
商
業
資
本
の
関
心
は
、
前
述
の
よ
う
に

低
か
つ
た
が
、
し
か
し
朝
鮮
市
場
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
別
の
観
点
か
ら
考
察
を

掴
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、
す
で
に
北
川
修
疑
に
よ
っ
て
指
嫡

さ
れ
て
い
る
如
く
（
歴
史
科
学
一
ノ
こ
、
当
時
朝
鮮
貿
易
に
お
い
て
は
、
再
輸

出
晶
た
る
金
市
貿
易
（
英
濁
製
陥
の
再
輸
出
）
の
占
め
て
い
た
割
合
が
極
め
て

大
き
く
、
し
か
も
こ
の
貿
易
に
お
い
て
は
、
明
治
一
五
年
の
壬
午
事
変
後
政
治

的
優
位
を
利
用
し
て
進
出
し
た
清
国
商
人
に
よ
つ
て
、
臼
本
商
人
は
漸
時
圧
迫

さ
れ
つ
つ
あ
り
、
従
つ
て
蚤
然
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
よ
5
な
日
清
間
の

経
済
的
利
害
の
対
立
が
戦
争
の
原
因
と
な
つ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
確
か
に
こ
れ
は
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
事
実
当
時
の
貿
易
葉
者
の

中
に
も
「
政
治
的
に
朝
鮮
を
放
棄
せ
ば
、
経
済
的
に
も
之
を
放
棄
せ
ざ
る
可
か

ら
ず
。
経
済
的
関
係
を
厚
5
し
て
実
利
を
収
め
ん
と
欲
せ
ば
、
井
せ
て
政
治
的

関
係
に
重
き
を
持
す
る
の
方
策
を
取
る
べ
し
」
（
巾
村
概
南
「
日
韓
通
商
振
興

策
」
東
京
経
済
雑
誌
二
九
年
一
月
）
と
し
て
、
そ
の
打
解
の
途
は
、
わ
が
国
が

朝
鮮
に
お
い
て
政
治
的
優
位
を
占
め
る
よ
り
ほ
か
に
は
な
い
と
主
張
す
る
者
も

あ
つ
た
。
し
か
し
、
朝
鮮
市
場
に
お
け
る
日
清
闘
の
利
害
対
立
を
認
め
な
が
ら
、

わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
が
臼
清
戦
争
の
有
力
な
原
因
と
な
っ
た
と
は
考
え
な
い
。
理

由
は
、
簡
単
に
記
す
な
ら
ば
、
一
つ
に
は
前
述
し
た
如
く
市
場
と
し
て
の
朝
鮮

の
地
位
が
低
か
つ
た
こ
と
、
二
つ
に
は
当
時
潮
鮮
貿
易
に
従
事
し
た
日
本
商
人

は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
零
細
…
商
入
で
あ
り
（
信
夫
淳
平
「
韓
半
島
」
明
治
三
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
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碑
　
滴
　
戦
　
争
（
西
村
）

年
）
、
従
っ
て
彼
等
の
政
治
的
閾
心
は
低
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
さ
ら

に
い
ま
一
つ
は
前
記
引
用
し
た
申
村
謎
爾
の
述
べ
た
如
き
意
見
は
他
に
も
あ
る

が
（
大
越
成
徳
「
戦
争
後
の
清
韓
貿
易
」
東
京
経
済
雑
誌
二
八
年
一
月
　
中
村

忠
吉
「
日
韓
貿
易
紳
班
」
東
京
経
済
雑
誌
二
八
年
二
月
）
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ

も
日
清
戦
後
に
書
か
れ
て
お
り
、
そ
の
他
の
資
料
を
併
せ
考
え
て
も
、
経
済
界

が
朝
鮮
市
場
に
関
心
を
持
ち
は
じ
め
る
の
は
主
と
し
て
臼
清
戦
後
で
あ
る
こ
と
、

な
ど
で
あ
る
。

　
次
に
取
り
上
ぐ
べ
き
は
、
清
國
市
場
に
対
し
て
積
極
的
関
心
を
示
し
た
紡
績

資
本
は
果
し
て
ど
の
よ
う
な
態
慶
を
と
っ
た
か
と
い
弓
問
題
で
あ
る
。
結
論
を

前
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
も
戦
争
と
の
つ
な
が
り
は
薄
か
っ
た
と
歎
わ
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。
理
由
を
記
そ
5
。
ま
ず
清
国
へ
の
綿
糸
試
販
の
問
題
か
ら
考
察
し

て
い
こ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
一
般
に
、
清
国
市
場
へ
の
輸
出
増
加
は
ダ
ン
ピ

ン
グ
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
果
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
．
．
わ
れ
わ
れ

が
帝
国
統
計
年
鑑
に
よ
る
資
料
に
基
い
て
計
寓
し
た
結
果
に
よ
れ
ば
第
2
表
に

示
し
た
よ
5
に
な
り
、
実
際
に
ダ
ソ
ピ
y
グ
を
行
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
は
明
治

二
六
年
の
み
と
な
る
。
少
く
と
も
継
続
的
に
ダ
ン
ピ
ン
グ
を
行
っ
た
と
思
わ
れ

る
事
実
ぽ
な
い
。
で
は
清
国
市
場
へ
の
輸
出
増
加
の
原
因
は
何
に
求
む
べ
き
で

あ
ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
は
む
し
ろ
そ
れ
を
外
国
為
替
相
場
の
下
落
に
求
め
た
い

と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
、
周
知
の
如
く
、
対
外
為
替
絹
場
の
下
落
は
輸
出
貿
易
に

一
時
的
好
影
響
を
与
え
る
が
、
当
時
実
質
上
銀
本
位
制
を
と
っ
て
い
た
わ
が
国

四
〇

凌乱謙計（幸田＆一道「本邦綿業の統計的研究」および「帝統計年鑑」より二型）
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に
お
い
て
は
、
国
際
的
銀
価
絡
…
の
変
鋤
｝
に
よ
る
為
替
相
場
の
動
き
が
激
し
か
つ

　
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
由
で
、
わ
れ
わ
れ

　
は
外
國
為
蕎
相
場
の
変
動
を
調
べ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
は
第
2
表
に
示

　
し
た
よ
う
に
二
五
年
以
後
急
落
し
て
お
り
、
従
っ
て
綿
糸
輸
出
の
増
加
に
は
当

然
か
か
る
考
慮
が
払
わ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
次
に
紡
綾
に
お
い
て

触
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
紡
績
業
者
が
清
国
市
場
へ
の
関
心
を
示
し
た
こ
と

は
事
実
だ
と
し
て
・
も
、
彼
等
の
最
大
の
関
心
事
は
、
清
国
市
場
よ
り
も
国
内
市

場
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
第
2
表
に
些
し
た
よ
う
に
、
艦
内

市
場
に
お
け
る
綿
糸
輸
入
高
は
な
お
甚
だ
大
で
あ
り
、
従
っ
て
業
者
に
と
っ
て

ほ
国
内
市
場
の
開
拓
に
大
き
な
余
地
が
残
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
紡
績
連

合
会
は
コ
三
年
以
降
、
綿
花
輸
入
税
撤
廃
運
動
を
強
力
に
展
開
し
、
こ
れ
は
遂

に
二
七
年
に
い
た
っ
て
成
功
を
収
め
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
運
動
の
主
目
約
は

’
瀾
内
に
お
け
る
輸
入
綿
糸
の
駆
逐
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
ま
た
紡
績
連
合
会
が

自
由
覚
の
綿
業
調
査
に
対
し
て
「
昏
社
に
て
増
錘
に
着
手
す
る
あ
り
っ
ま
た
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

の
計
画
中
の
も
の
も
あ
り
。
叉
々
会
社
を
錘
坐
せ
ん
と
す
る
も
あ
り
…
…
。
此

も
　
　
つ
　
　
う
　
　
も
　
　
わ
　
　
も
　
　
セ
　
　
め
　
　
し
　
　
エ
　
　
お
　
　
も
　
　
あ
　
　
も
　
　
や
　
　
セ
　
　
つ
　
　
セ
　
　
も
　
　
も

の
仁
心
の
目
的
は
内
野
に
製
糸
を
販
売
す
る
に
あ
り
」
　
（
紡
績
月
報
、
工
五
年

一
〇
月
、
傍
点
筆
者
）
、
「
嘗
て
支
那
へ
輸
出
の
計
画
を
為
し
、
見
本
を
送
り
し
処
、

彼
地
の
好
評
を
得
た
る
も
…
：
・
彼
地
に
於
て
英
田
印
度
糸
と
競
争
す
る
能
は
ず
。

し
　
　
わ
　
　
も
　
　
セ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
カ
　
　
わ
　
　
も
　
　
や
　
　
あ
　
　
ぬ
　
　
も
　
　
ヨ
　
　
や
　
　
ね
　
　
も
　
　
も
　
　
わ
　
　
も
　
　
め
　
　
む
　
　
へ

故
に
販
路
峠
、
ゆ
専
ら
内
国
に
限
り
、
外
国
に
販
売
せ
し
こ
と
な
し
」
　
（
同
上
、
傍

点
筆
者
）
と
答
え
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
業
者
の
最
大
関
心
事
は
國
内
市

　
　
　
　
　
目
　
清
　
戦
　
争
（
繭
村
）

場
に
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
．
－

　
次
に
紡
績
を
除
い
た
他
の
群
小
資
本
の
と
っ
た
態
度
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
ら
・

前
述
し
た
よ
5
に
二
一
二
年
以
降
滲
群
と
し
て
関
税
撤
廃
運
動
が
お
こ
り
、
そ
れ

は
海
外
市
場
を
要
望
す
る
声
を
も
伴
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
の
関

税
撤
廃
運
動
を
額
面
通
り
受
け
販
っ
て
、
わ
が
国
資
本
主
義
は
す
で
に
海
外
市

場
を
必
要
と
す
る
段
階
に
ま
で
発
達
し
た
と
解
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
い
さ
さ

か
見
当
違
い
だ
と
云
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
だ
ろ
5
。
わ
れ
わ
れ
は
ま
ず
、
関
税

撤
廃
運
動
が
明
治
壬
二
年
に
お
こ
っ
た
と
い
う
事
笑
、
お
よ
び
同
じ
年
に
帝
国

議
会
が
開
設
さ
れ
た
と
い
う
事
実
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
年
を
起
点
と
し
て
か
か
る
運
動
が
到
頭
す
る
に
い
た
っ
た
原

因
に
は
、
議
会
開
設
と
い
》
つ
い
わ
ば
外
部
的
刺
戟
が
強
く
働
い
て
い
た
と
解
釈

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
ま
た
こ
の
運
動
は
、
議
会
開
設
に
よ
っ
て
盛
ん
と

な
っ
た
不
平
等
条
約
撤
廃
運
動
と
無
関
係
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
な
い
の
で

あ
る
。
な
お
わ
れ
わ
れ
は
関
税
揃
廃
運
動
に
関
連
し
て
、
次
の
点
を
萌
ら
か
に

し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
も
し
仮
り
に
日
清
戦
争
前
の
睦
業
・
商

業
資
本
が
海
外
市
場
を
必
要
と
す
る
段
階
に
到
着
し
て
い
た
と
し
て
も
、
少
く

と
も
彼
等
の
運
動
は
、
特
定
市
場
i
朝
鮮
一
を
要
望
す
ろ
よ
う
な
動
き
を

示
す
ま
で
に
は
発
展
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
．
、
す
な
わ
ち
、
産

業
・
商
業
資
本
は
海
外
市
場
へ
の
開
心
を
高
め
は
し
た
が
、
し
か
し
彼
等
は
、

当
時
の
わ
が
国
が
置
か
れ
て
い
た
特
殊
纂
情
－
不
平
等
条
約
・
不
当
関
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囚
一
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一
に
よ
っ
て
、
特
定
市
場
を
求
め
ろ
努
力
を
す
る
前
に
、
ま
ず
不
当
関
税
の

撤
廃
に
全
力
を
集
中
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
立
場
に
鷺
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
．
、

　
臼
清
戦
争
前
に
お
け
る
産
業
・
商
業
資
本
の
海
外
市
場
に
対
す
る
関
心
、
お

よ
び
そ
れ
に
基
く
某
体
的
動
き
は
お
よ
そ
以
上
の
如
く
で
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に

こ
こ
で
い
ま
一
つ
附
け
加
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
あ
る
．
、
そ
れ
は
当
時

の
塵
業
・
商
業
資
本
は
自
己
の
意
志
を
直
接
に
質
徹
す
べ
き
政
治
的
下
総
を
持

っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
・
り
点
で
あ
る
。
彼
等
が
と
り
え
た
手
段
は
、
わ
ず
か
に

政
府
・
議
会
へ
の
陳
情
・
請
願
の
み
で
あ
り
、
こ
こ
に
も
わ
れ
わ
れ
は
当
時
の

塵
業
・
商
業
資
本
の
ひ
弱
さ
を
見
毒
す
こ
と
が
で
き
る
。
「
従
来
政
治
に
冷
淡

な
り
し
実
業
家
特
に
商
工
は
、
今
や
実
業
申
よ
り
多
数
の
議
員
を
出
し
、
帯
国

議
会
に
実
業
家
の
気
類
を
吐
か
ん
と
す
る
の
計
画
あ
り
。
こ
れ
前
帝
国
議
会
の

挙
動
に
鑑
み
て
、
議
会
の
協
賛
権
を
専
門
政
民
家
に
一
任
す
る
の
不
利
な
る
を

悟
り
し
に
由
れ
る
が
如
し
」
　
（
東
京
経
済
雑
誌
、
二
五
年
一
月
）
、
「
好
評
税
全

廃
の
未
だ
行
わ
れ
ざ
る
は
、
商
業
家
畜
疑
の
勢
力
大
い
に
地
主
に
及
ば
ざ
る
を

以
て
そ
の
一
原
因
と
認
む
る
も
の
な
り
」
（
東
京
経
済
雑
誌
、
二
六
年
一
一
月
）

な
ど
の
記
事
は
、
こ
の
事
実
に
対
す
る
彼
等
の
自
覚
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
・
つ
。

　
今
蜜
で
の
考
察
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
日
清
戦
争
前
に
お
け
る
産
業
・
商

業
資
本
が
海
外
市
場
に
対
す
る
関
心
を
い
だ
き
つ
つ
電
、
そ
の
発
達
の
不
十
分

さ
の
故
に
、
ま
た
当
時
の
わ
が
国
が
置
か
れ
て
い
た
特
殊
事
情
（
関
税
自
主
権

を
持
た
ぬ
）
の
故
に
、
彼
等
の
要
望
は
閾
税
撤
廃
の
域
を
異
な
か
っ
た
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二

明
ら
か
に
し
た
、
．
で
は
日
清
戦
争
は
誰
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
。

わ
れ
わ
れ
は
さ
ら
に
こ
の
㎜
転
転
を
追
求
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
問
題
を
考
察
す
る
た
め
、
わ
れ
わ
れ
は
産
業
・
商
業
資
本
を
除
い
て
、

蟻
時
の
日
本
経
済
に
関
与
し
て
い
た
勢
力
を
二
つ
に
分
け
て
考
え
て
み
た
。
一

つ
は
地
主
、
他
は
政
府
ゼ
軍
部
・
財
閥
で
あ
る
。
財
閥
を
忍
業
・
商
業
資
本
か

ら
切
り
離
し
て
政
府
・
軍
部
に
併
せ
た
の
は
、
一
つ
に
は
三
井
・
三
菱
の
如
き

財
閥
は
い
わ
ゆ
る
政
商
と
し
て
政
府
と
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
、
い

ま
一
つ
は
豪
時
の
財
閥
は
未
だ
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
に
蜜
で
は
発
達
し
て
お
ら
ず
、

従
っ
て
群
小
資
本
と
の
関
係
は
な
お
稀
薄
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

で
は
以
上
二
つ
の
勢
力
は
、
ど
の
程
度
の
敷
治
的
発
言
力
を
持
ち
、
ど
の
よ
う

な
経
済
政
策
を
と
ろ
5
と
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
地
・
王
勢
力
は
産
業
∵
商
業
資
本
と
異
り
、
強
力
な
政
治
的
発
言
の
足
場
を
持

っ
て
い
た
。
い
・
り
ま
で
も
な
く
衆
議
院
が
そ
れ
で
あ
る
。
従
っ
て
わ
れ
わ
れ
は

衆
議
院
の
と
っ
た
態
度
を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
惑
時
の
地
主
勢
力
の
意

向
を
知
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
で
は
衆
議
院
は
ど
の
よ
う
な
経
済
政
策
を
標

望
τ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
一
貫
し
た
地
主
擁
護
政
策
、
す
な
わ
ち

地
粗
軽
減
・
地
価
修
正
政
策
で
あ
り
、
こ
れ
以
外
の
政
策
に
対
し
て
は
極
め
て

冷
淡
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
衆
議
院
が
政
府
の
富
国
強
丘
ハ
・
軍
備
拡
張
政
策
に
短

し
て
は
常
に
一
応
の
鋤
判
を
加
え
、
あ
る
い
は
場
合
に
よ
っ
て
は
こ
れ
に
反
対

し
（
例
え
ば
コ
六
年
の
第
四
議
会
に
お
い
て
海
軍
拡
張
予
算
案
を
否
決
し
て
敷
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府
と
衡
突
し
た
る
が
如
き
、
あ
る
い
は
政
府
が
熱
心
に
計
画
し
た
製
鉄
所
建
設

案
に
一
貫
し
て
反
思
し
た
る
が
如
き
）
、
　
ま
た
関
税
法
案
に
対
し
て
冷
淡
な
態

度
を
と
っ
た
の
も
当
然
の
成
り
行
き
だ
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
土
地
法
案

　
（
地
租
軽
減
。
地
価
修
正
）
が
毎
議
会
可
決
さ
れ
な
が
ら
、
関
税
法
案
（
翰
出

入
税
撤
廃
）
は
否
決
ま
た
は
審
議
未
了
と
し
て
葬
り
表
ら
れ
、
第
四
議
会
（
ご

五
年
一
二
月
）
に
い
た
っ
て
よ
う
や
く
綿
花
輸
入
税
免
除
法
案
を
可
決
し
た
に

す
ぎ
な
い
態
度
の
中
に
、
わ
れ
わ
れ
は
衆
議
院
の
性
格
を
読
み
と
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
地
主
の
勢
力
を
代
表
す
る
も
の
が
衆
議
院
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
政
府
・
軍

部
・
財
閥
の
代
弁
者
と
な
っ
て
い
た
の
が
貴
族
院
で
あ
っ
た
。
貴
族
院
と
政

府
・
軍
部
と
の
結
び
つ
き
は
、
当
時
勅
選
議
員
の
大
部
分
が
軍
人
・
官
僚
出
身

者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
さ
ら
に
わ
れ
わ
れ
は
議
事
録
に
よ
る
費
族
院
の
態
度
を
鰻
察
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
こ
れ
を
実
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
5
に
貴
族
院
と
衆
議
院

億
、
そ
の
立
場
が
異
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
両
者
の
立
場
の
相
違
は

選
挙
母
体
を
異
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
層
い
ち
じ
る
し
く
な
る
。
す
な
わ
ち
、

衆
議
院
が
大
中
農
層
を
選
挙
母
体
と
し
、
農
村
の
利
益
を
代
表
す
る
に
対
し
、

籔
族
院
は
少
数
の
多
額
納
税
議
員
を
除
け
ば
、
他
は
都
市
的
利
益
を
代
表
す
る

者
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
当
時
の
代
表
的
紡
績
会
社
で
あ
っ
た
大
阪

紡
績
の
設
・
立
盗
　
・
本
に
一
二
家
の
華
族
資
本
が
参
加
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は

　
　
　
　
　
観
　
清
　
戦
　
争
（
西
村
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（
渋
沢
栄
一
「
青
淵
圓
顧
録
」
）
、
そ
の
一
例
証
と
な
ろ
5
．
．
費
族
院
の
性
格
が

右
の
如
く
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
と
ら
ん
と
す
る
態
度
は
自
ら
明
ら
か
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
都
市
的
利
益
の
代
弁
者
た
る
点
に
お
い
て
、
土
地
法
案
に
は

反
対
す
る
が
、
閣
税
法
案
に
は
同
情
的
態
度
を
と
り
（
第
一
議
会
に
お
い
て
海

関
税
法
案
を
可
決
し
て
い
る
）
、
　
ま
た
政
府
・
軍
部
の
代
弁
者
た
る
点
に
お
い

て
軍
備
拡
張
案
を
支
縛
す
る
態
度
を
と
る
。
例
え
ば
製
鉄
所
設
立
建
議
案
が
第

三
議
会
以
来
毎
回
灯
決
さ
れ
た
の
は
そ
の
一
例
証
で
あ
り
、
土
地
法
案
に
反
対

す
る
の
も
、
こ
れ
に
よ
っ
て
国
庫
収
入
が
減
少
し
、
軍
備
…
拡
張
に
支
障
を
来
す

と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
．
．
あ
る
い
は
関
税
法
案
に
同
情
的
態
度
を
と
る
の
も
、

輸
出
の
滅
退
が
国
力
の
低
下
と
な
る
こ
と
を
恐
れ
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

第
一
議
会
に
海
関
税
法
案
を
提
出
す
る
に
当
り
、
提
案
理
由
説
明
銀
砂
干
城
が

貿
易
に
お
け
る
輸
入
超
過
を
慮
え
、
「
も
し
こ
の
ま
ま
で
か
ら
に
、
往
く
は
往

く
は
で
参
り
居
る
う
ち
に
、
次
第
陸
々
に
國
庫
の
貯
金
と
云
ふ
も
の
が
減
っ
て

…
…
さ
5
い
ふ
暁
に
は
軍
備
拡
張
は
ど
う
な
り
ま
す
か
．
、
終
に
は
日
本
の
精
液

た
る
所
の
農
業
工
業
商
業
が
皆
澗
渇
す
る
や
5
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
海
軍
の

艦
は
加
…
何
に
完
全
し
、
陸
軍
の
兵
隊
は
如
何
に
整
備
し
た
所
が
…
…
」
　
（
第
一

議
会
貴
族
院
議
事
録
）
と
云
っ
て
い
る
の
は
雄
弁
に
こ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
以
上
わ
れ
わ
れ
は
、
日
清
戦
争
前
に
お
け
る
三
つ
の
国
内
勢
力
、
す
な
わ
ち

産
業
・
商
業
資
本
、
地
主
、
政
府
・
軍
部
・
財
閥
の
各
々
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら

が
持
つ
政
治
的
発
言
力
、
経
済
政
策
に
つ
い
て
若
干
の
分
析
を
行
っ
た
。
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戴
三
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分
祈
は
、
も
と
よ
り
な
お
不
十
分
で
あ
る
。
し
か
し
以
上
の
分
析
結
果
を
綜
合

し
て
一
応
の
結
論
を
下
す
な
ら
ば
、
日
清
戦
争
が
計
画
さ
れ
た
戦
争
で
あ
っ
た

と
す
る
限
り
、
そ
の
計
画
者
は
政
府
・
軍
部
で
あ
り
、
産
業
・
商
業
資
本
、
地

・
王
は
、
少
く
と
も
積
極
的
に
は
…
開
戦
に
関
与
し
て
い
な
か
っ
た
と
せ
ざ
る
を
え

な
い
。
わ
が
国
資
本
主
義
は
、
ま
だ
帝
国
主
義
戦
争
を
行
わ
し
め
る
ほ
ど
に
は

発
達
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
村
丁
々
）

清
国
側
か
ら
み
た
日
清
職
逐

一

　
臼
清
戦
争
は
、
知
ら
る
る
通
り
、
列
強
帝
国
主
義
の
中
国
に
対
す
る
侵
略
過

程
に
お
い
て
、
一
つ
の
跳
躍
台
と
し
て
の
役
割
を
果
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ

の
戦
争
を
め
ぐ
っ
て
、
中
国
証
す
な
わ
ち
清
国
側
に
ど
の
よ
う
な
動
き
が
み
ら

れ
た
か
、
を
明
か
に
す
る
の
が
与
え
ら
れ
た
課
題
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
課

題
に
対
し
て
全
面
的
に
応
え
る
こ
と
は
、
筆
者
等
の
と
う
て
い
よ
く
す
る
と
こ

ろ
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
た
だ
、
日
清
戦
争
前
後
に
お
い
て
李
鴻
章
等
洋
務
派
、

が
溝
し
た
主
和
派
的
な
動
き
と
、
と
り
わ
け
こ
の
洋
務
派
の
動
き
を
批
判
し
つ

つ
叫
ば
れ
た
と
こ
ろ
の
変
法
派
の
主
戦
論
を
中
心
に
の
べ
て
み
た
い
と
思
5
の

で
あ
る
が
、
そ
の
前
に
、
一
応
当
時
の
清
国
の
お
か
れ
て
い
た
世
界
史
的
鳶
景

四
四

お
よ
び
国
内
情
勢
に
間
し
て
ふ
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
西
欧
列
強
の
ア
ジ
ア
に
製
す
る
愛
煙
地
的
侵
賂
は
、
い
5
ま
で
も
な
く
、
す

で
に
早
く
開
始
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
一
九
世
紀
の
後
半
に
及
ん
で
は
、

産
業
箪
命
の
影
響
に
よ
る
交
通
手
駿
の
発
達
、
武
器
の
進
歩
、
さ
ら
に
新
し
い

強
国
の
登
場
も
あ
っ
て
、
極
東
に
位
置
す
る
中
国
を
め
ぐ
っ
て
の
列
強
の
侵
略

の
環
は
い
よ
い
よ
せ
ば
め
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
清
国
の
専
属
で
あ
り
勢
力

範
黙
で
あ
っ
た
諸
地
方
は
、
列
強
の
攻
撃
を
う
け
て
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
奮
い
取
ら

れ
て
い
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
イ
ン
ド
を
直
領
と
し
た
の
ち
、
ビ
ル
マ
に
手
を
つ

け
、
一
八
二
四
年
よ
り
三
次
に
わ
た
る
ビ
ル
マ
戦
役
に
よ
っ
て
、
一
八
八
五
年

に
は
ビ
ル
マ
を
併
呑
し
、
更
に
西
蔵
へ
進
出
し
は
じ
め
た
。
フ
ラ
ン
ス
は
印
度

支
那
に
手
を
つ
け
、
ま
ず
交
趾
支
那
を
安
南
か
ら
奮
い
、
カ
ン
ボ
ヂ
ャ
を
保
護

領
と
し
た
の
ち
、
一
八
八
四
年
清
仏
戦
争
を
お
こ
し
、
安
南
を
保
護
領
と
す
る

こ
と
を
清
国
に
認
め
さ
せ
た
。
更
に
ロ
シ
ア
は
、
シ
ベ
リ
ア
を
東
進
し
て
沿
海

州
を
併
合
し
た
後
、
た
ま
た
ま
薪
藤
省
に
お
こ
っ
て
い
た
嗣
教
徒
の
乱
に
干
渉

し
て
傍
梨
事
件
を
お
こ
し
、
一
八
八
一
年
伊
型
条
約
を
結
ん
で
、
こ
の
地
方
の

一
部
を
清
国
か
ら
劇
譲
せ
し
め
た
外
に
、
燃
犀
省
に
た
い
す
る
勢
力
を
強
化
し

た
。
日
本
は
六
輝
年
に
明
治
署
長
と
な
り
、
七
一
年
に
は
廃
藩
置
県
を
名
目
と

し
て
疏
球
の
併
合
を
強
行
し
た
。
こ
う
し
て
朝
鮮
は
、
い
蜜
や
清
国
に
残
さ
れ

た
る
唯
畜
の
藩
属
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
が
、
そ
れ
も
ま
た
、
お
そ
か
れ
早
か
れ

列
強
侵
略
の
姐
上
に
の
せ
ら
れ
ん
と
す
る
形
勢
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
し
て
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